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鈴木ひとみさん

道後温泉別館 飛鳥乃湯泉と
アート作品「つばき」

　
「
都
市
基
盤
と
生
活
環
境
の

改
善
」
と
「
暮
ら
し
の
安
全

安
心
と
ま
ち
づ
く
り
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
５
月
25
日
、
地

域
別
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
余
土
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
住
民

全
員
が
住
み
や
す
い
ま
ち
に

す
る
た
め
の
意
見
や
要
望
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
野
志
市
長
は
、
市
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、「
市
政

を
進
め
て
い
く
上
で
、
皆
さ
ん

の
声
に
耳
を
傾
け
続
け
る
こ

と
が
大
事
」
と
話
し
ま
し
た
。

意
見
・
要
望

・
余
土
中
学
校
跡
地
の
空
き
地

を
地
域
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
時
に

駐
車
場
と
し
て
利
用
し
た
い
。

・
高
齢
者
の
運
動
の
場
や
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
、

外
環
状
線
の
高
架
下
な
ど
を

有
効
活
用
で
き
な
い
か
。

感
　 

想

・
地
域
の
声
に
対
し
、
早
期
解

決
に
向
け
た
回
答
を
聞
き
安

心
し
た
。

・
余
土
地
区
が
も
っ
と
い
い
ま

ち
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
た
。

問
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課

☎
948
６
３
３
３ 
・

934
２
３ 

３
６

　
平
成
30
年
に
本
市
を
訪

れ
た
推
定
観
光
客
数
は
、

約
６
０
１
万
１
，６
０
０ 

人
と
な
り
、
平
成
29
年

に
比
べ
約
６
，５
０
０
人

（
０・１
㌫
）
増
加
し
ま
し

た
。
外
国
人
観
光
客
数
は

６
年
連
続
増
加
で
過
去
最

高
の
約
21
万
７
，４
０
０

人
（
対
前
年
比
11
・
３

㌫
増
）、
道
後
温
泉
入
浴

客
数
は
、
５
年
連
続
で

１
１
０
万
人
超
と
な
る
約

１
１
６
万
３
，４
０
０
人

（
対
前
年
比
５・
２
㌫
増
）

に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
ル
ー
ト
を
さ
ら
に

広
域
に
向
け
た
瀬
戸
内
・

松
山
構
想
を
は
じ
め
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
航
空
各
社
と
連
携
し

た
首
都
圏
か
ら
の
誘
客
な

ど
効
果
的
な
対
策
や
、
長

期
に
わ
た
り
開
催
し
た

「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２ 

０
１
８
」
な
ど
、
道
後
温

泉
や
松
山
城
を
中
心
に
魅

力
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
観
光
資
源
の
魅
力
に

磨
き
を
か
け
た
こ
と
な
ど

で
観
光
客
が
増
加
し
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
観
光
客
の
推
定
消
費
額

は
、
消
費
総
額
約
７
８
４

億
１
，５
３
７
万
円
、
土

産
購
入
な
ど
の
１
人
平
均

消
費
金
額
は
約
１
万
３
，

０
０
０
円
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

問
観
光
・
国
際
交
流
課

☎
948
６
５
５
５ 

・

943

９
０
０
１

　
本
市
で
唯
一
離
島
に
あ

る
社
会
体
育
施
設
・
中
島

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

体
育
館
棟
外
壁
改
修
工
事

に
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
の

助
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
５
月
８
日
の
助
成
決
定

書
授
与
式
で
、
同
財
団
の

古
山
透
常
務
理
事
は
「
施

設
利
用
者
の
安
全
を
確
保

し
、
今
後
の
活
発
な
活
動

を
期
待
し
ま
す
」
と
今
後

の
中
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
期
待
を
述

べ
ま
し
た
。
野
志
市
長
は

「
島
の
宝
で
あ
る
施
設
を

今
後
も
活
用
し
、
地
域
住

民
の
笑
顔
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」と
応
え
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
に
は
、
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
の
収
益
が
あ
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
工
事
は
秋
以
降
開
始
予

定
。
来
年
３
月
ご
ろ
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

問
中
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
☎
・

997
２
２
１
１

６年連続増加
平成３０年松山への推定観光客数６０１万１，６００人

中島B＆G海洋センター
修繕助成決定

問高齢福祉課 ☎948–6408・ 934–1763

問タウンミーティング課 ☎948–6333・ 934–2336

ポイントをためて道後温泉別館 飛
あすか

鳥乃
の

湯
ゆ

泉に入ろう！
市長と話そう！
タウンミーティング参加者募集

８月22日㈭
三津浜地区

　特定の事業に参加すると、ポイントがたまる高齢者いきいきチャレ
ンジ事業を実施します。本年度は21事業が対象で、１回の参加で１ポ
イントがたまり、２ポイントたまるごとに道後温泉別館 飛鳥乃湯泉
の入浴券と交換できます。
　６・７月のイベントは下記のとおりです。今後の事業詳細は、市ホー
ムページやチラシ（各支所などに設置）などでお知らせします。
対象  本市に住民登録のある、昭
和30年３月31日以前生まれの人
参加方法など  

【ポイントカード】各対象事業会場、
高齢福祉課（市役所別館２階）で
配布

【対象事業】ロゴマークが入って
いる事業

【交換方法】２ポイントためて、必
要事項を記入したポイントカード
を直接または郵送で〒790-8571
高齢福祉課へ

日時  ６月30日㈰13時～15時30分　
会場  市総合福祉センター（若草町）
内容  近い将来発生が懸念される
南海トラフ地震に備え、地域での
防災・減災について考える
定員  400人（抽選。空きがあれば
当日参加可）

申し込み・問い合わせ ６月25日㈫（必着）。
郵送または電話・ファクス・ｅメー
ルで〒790–0808 若草町8-2 市社
会福祉協議会ボランティア活動推進
課 ☎921–2141・ 921–8360・ 

 vc@matsuyama-wel.jp へ

日時  7月10日㈬ 9時30分～11時
会場  市総合福祉センター（若草町）
内容  全国コミュニティライフサ
ポートセンター理事長・池田昌弘
さんによる講演「ふだんの支え合
いこそが地域のお宝」

定員  300人（先着順。空きがあれ
ば当日参加可）
申し込み・問い合わせ 7月3日㈬17時（必
着）。電話またはファクスで市社
会福祉協議会地域支援課☎941–
3828・ 941–4408 へ

日時  ７月21日㈰11時～15時30分
会場・内容  総合コミュニティセン
ター（湊町七丁目）▶コミュニティ
プラザ＝人権啓発作品展示コー
ナー、福祉作業所手作り品の販売
など▶キャメリアホール＝13時～
開会行事、13時30分～元パラリン
ピック日本代表（射撃） ・モデルの
鈴木ひとみさんによる講演「悩みな
がら前を向く」（手話・要約筆記あり）
定員  900人（先着順）

申し込み・問い合わせ ７月16日㈫（消印
有効）。はがき・電話・ファクス・
ｅメールで、参加者の氏名（ふり
がな）、住所、電話番号、必要枚
数（１人５枚まで）を〒790-8571
人権啓発課☎948 
–6380・ 934–17 
42・  jinkenfes@
city.matsuyama.
ehime.jp へ
※講演会は入場券が必要

日時  ８月22日㈭19時～20時30分　
会場  地域交流センター（三津三丁目）２階 大会議室
内容  三津浜地区のまちづくりについて
対象・定員  三津浜地区に在住または通勤・通学している人。35人程度
申し込み  ６月28日㈮（消印有効）。直接または郵送・ファクス・eメー
ルで参加申込書（タウンミーティング課〈市役所本館９階〉、三津浜支所、
市ホームページにあり）に住所、氏名、電話番号、年齢、性別、勤務先（学
校名）、テーマに関する意見などを書いて、〒790-8571タウンミーティ
ング課  town-m@city.matsuyama.ehime.jp へ
※託児が必要な場合は、申込書にご記入ください

地域別 タウンミーティング
市 長 と 話 そ う ！

余
土
地
区
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

今
回
の
意
見
を
町
内
活
動

の
参
考
に
し
た
い

　

地
域
住
民
が
常
々
思
っ

て
い
る
こ
と
を
市
長
に
直
接

聞
い
て
も
ら
え
る
貴
重
な
機

会
で
し
た
。
要
望
・
提
案
さ

れ
た
も
の
の
中
に
は
、
困
難

な
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
も
今
回
出

た
地
域
の
意
見
を
、
今
後
の

町
内
活
動
の
参
考
に
し
た
い

で
す
。

池内　勝さん
（市坪南一丁目）

高齢者いきいきチャレンジ事業がスタート

防災・減災シンポジウム i
イン

n 松山 2019令和開催

地域福祉活動推進講演会

人権啓発フェスティバル2019


